
　12月4日から5日にかけ日本列島に寒波

が到来し、小国の平地でも積雪があった。

　11月28日、山頂付近だけ積雪があった涌

蓋山も今回は真っ白な雪化粧となった。町

内の自動車整備場はタイヤ交換で忙しかっ

たようです。

　いよいよ冬本番、防寒・風邪対策・タイ

ヤ交換など万全の態勢で冬を乗り切りま

しょう。

　2  町長・議会　新年の挨拶
　4  話題・小国高校
　6 公立病院・福祉
　8 防犯･防災
　9 産業
  10 阿蘇広域行政事務組合決算
  11 子育て・教育
  12 税・募集・お知らせ
  16 おぐにのカレンダー
  18 小国のお宝

寒波到来
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輝
か
し
い
平
成
27
年
の
新
年
を
皆
様
と

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政

運
営
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
で
は
、
今
な
お
続
く
、
東
京
等
都
市

圏
へ
の
人
口
集
中
、
地
域
の
過
疎
化
、
少

子
高
齢
化
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
す
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
創
生
事
業
は
、
総
合
的
、
将

来
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
地
域
が
企
画
・
立

案
し
、
創
生
本
部
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
よ

う
に
提
案
し
、
事
業
費
が
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
自
ら
の
地
域
を
自
ら
の
発
想

企
画
で
創
生
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
情
勢
の
中
、
小
国
町

は
昨
年
、
国
か
ら
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」

の
選
定
を
受
け
ま
し
た
。
「
環
境
モ
デ
ル

都
市
」
と
は
、
持
続
可
能
な
低
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
、
先
駆
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
行
う
も
の
で
す
。
地
域
の
資
源
で
あ
る

地
熱
、
杉
材
、
小
水
力
の
活
用
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
小
国
町
出
身
で
世
界
的
な
医

学
者
北
里
柴
三
郎
博
士
が
提
唱
し
た
「
学

習
と
交
流
」
を
実
践
す
る
研
修
宿
泊
施
設

の
木
魂
館
を
建
設
し
活
用
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
木
魂
館
に
隣
接
す
る
温
泉
「
博

士
の
湯
」
で
は
、
現
在
重
油
で
加
温
し
て

い
る
ボ
イ
ラ
ー
施
設
を
木
質
燃
料
に
切
り

替
え
る
「
木
の
駅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
山
で
放
り
っ
ぱ
な
し

に
な
っ
て
い
る
木
（
林
地
残
材
）
を
集
荷

し
、
薪
に
変
え
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
に
す

る
こ
と
で
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

も
可
能
と
な
り
ま
す
。
木
を
出
荷
さ
れ
た

方
へ
は
、
出
荷
量
に
応
じ
て
地
域
通
貨
を

発
行
し
、
指
定
商
店
等
で
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
経
済
の
地
域
内
循
環
と
も
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
清
ら
か
な
水
・
豊
か
な
緑
・
素
晴
ら
し

い
自
然
環
境
が
維
持
さ
れ
、
昨
年
は
阿
蘇

全
体
と
し
て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
前
の
世
界
農
業
遺

産
認
定
に
次
ぐ
も
の
で
す
。

　

定
住
人
口
の
確
保
に
は
美
し
い
風
景
に

加
え
、
農
業
・
林
業
・
商
工
観
光
業
な
ど

あ
ら
ゆ
る
職
種
分
野
か
ら
暮
ら
し
を
支
え

る
経
済
基
盤
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
近
く

に
総
合
病
院
が
あ
る
こ
と
、
子
育
て
や
、

教
育
環
境
の
充
実
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備

も
必
要
で
し
ょ
う
。
世
代
や
性
別
を
問
わ

ず
自
由
な
発
想
や
活
動
が
で
き
て
、
居
心

地
が
よ
く
な
く
て
は
魅
力
あ
る
地
域
と
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
特
性
を

生
か
し
地
域
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

連
帯
と
連
携
が
は
か
れ
る
地
方
を
目
指
す

こ
と
に
よ
り
地
域
の
創
生
に
繋
げ
る
事
が

出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
方
と
と
も
に
小
国
町
の
存

在
意
義
を
確
か
な
も
の
に
し
、
総
合
的
な

生
活
価
値
観
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
、
そ

の
こ
と
が
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
そ
の
基

本
は
、
地
域
の
資
源
を
活
用
す
る
環
境
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
小
さ
な

事
業
を
束
ね
て
、
仕
事
の
場
を
築
き
、
定

住
促
進
へ
と
つ
な
げ
、
住
民
満
足
度
を
高

め
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
年
が
希
望
に
満
ち
溢
れ
た

最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年

　新
年
の
挨
拶

新
春
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
国
町
長

　北
里

　耕
亮

地熱を利用した木材乾燥施設
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町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
小
国
町
議
会
を
代
表
致
し
ま
し
て
謹

ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
国
町
議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
、
３
年
前
か
ら
議
会
開
催
日
（
定

例
会
・
臨
時
会
・
全
員
協
議
会
）
に
お
け

る
議
員
費
用
弁
償
を
廃
止
し
、
経
費
の
節

減
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
お

ぐ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
開
局
に
伴
い
、
一

般
質
問
を
放
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
昨
年
か
ら
議
会
中
の
審
議
の
様
子
や

代
表
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
報
告
を

部
分
的
に
「
お
ぐ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
放

送
す
る
取
り
組
み
も
始
め
ま
し
た
。

　

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
願
う
町
民
の
思

い
を
託
さ
れ
て
い
る
議
員
及
び
議
会
が
、

そ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
、
町

民
の
意
見
を
反
映
し
た
町
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
国
町
議
会
は
、
町
民
の
負
託
に
応

え
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
今
年
も
議
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

昨
年
中
に
検
討
を
重
ね
て
き
た
各
特
別

委
員
会
の
状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。　

①
学
校
施
設
整
備
検
討
特
別
委
員
会

　

教
育
環
境
の
充
実
を
第
一
に
財
政
負
担

も
視
野
に
入
れ
た
小
・
中
学
校
の
施
設
整

備
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
終
了
し
、
現
在

は
柔
道
場
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
プ
ー
ル
の

工
事
が
進
行
中
で
す
。

②
産
業
活
性
化
特
別
委
員
会

　

小
国
町
全
体
の
活
性
化
を
目
的
に
、
同

委
員
会
を
設
置
し
て
４
年
目
。
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
は
、
生
ご
み
堆
肥
を

使
っ
た
薬
味
野
菜
（
パ
セ
リ
・
ミ
ョ
ウ
ガ

な
ど
）
を
生
産
し
、
「
薬
味
野
菜
の
里　

小
国
」
で
直
販
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
生
産
者
の
増
加
や
売
場
拡
張
を
視
野

に
入
れ
た
販
売
方
式
を
検
討
中
で
す
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
検
討
特
別
委
員
会

　

平
成
25
年
９
月
議
会
で
、
委
員
会
を
設

置
。
現
在
は
、
路
線
バ
ス
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
福
祉
有
償
運

送
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現
状
と
今
後

の
方
向
性
を
検
討
中
。
出
来
る
限
り
効
率

的
な
運
営
方
法
を
模
索
中
で
す
。

④
広
報
特
別
委
員
会

　

「
議
会
だ
よ
り
」
は
年
４
回
発
行
。
文

字
は
読
み
や
す
い
よ
う
に
大
き
く
し
て
い

ま
す
が
、
反
面
、
５
百
字
と
い
う
制
限
が

あ
り
ま
す
。
読
み
や
す
く
見
や
す
い
よ
う

レ
イ
ア
ウ
ト
も
考
え
、
町
民
の
皆
様
に
少

し
で
も
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
三
日

間
、
議
会
議
員
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
高
知
県
の
馬
路
村
で
は
、
ゆ
ず
を
中

心
と
し
た
村
お
こ
し
を
学
び
、
環
境
モ
デ

ル
都
市
の
関
係
で
は
、
小
国
町
と
環
境
同

盟
協
定
を
結
ん
だ
高
知
県
梼
原
町
や
兵
庫

県
尼
崎
市
を
訪
問
し
、
具
体
的
な
モ
デ
ル

都
市
の
取
り
組
み
例
を
学
ん
で
来
ま
し

た
。
参
考
に
な
る
取
り
組
み
も
多
々
あ
り

ま
し
た
の
で
、
今
後
の
議
会
運
営
の
参
考

に
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
一
人
ひ
と
り
が
、

「
町
を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
一

杯
で
す
。
町
民
の
皆
様
や
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
努
力
い

た
し
ま
す
。

　

最
後
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
多
幸
と
ご

繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

小
国
町
議
会議 

長　

髙
村　

祝
次

ほ 

か　

議
員
一
同

小 

国 

町 

議 

会

　新 

年 

の 

挨 

拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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第
33
回

小
国
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　

11
月
22
日
（
土
）
第
33
回
小
国
町

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
（
主
催
：
小
国
町

体
育
協
会
）
が
阿
蘇
広
域
消
防
北
部
分

署
広
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
国
町
内
外
か
ら

１
６
３
人
の
選
手
が
自
己
ベ
ス
ト
を
め

ざ
し
て
レ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
運
営
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
各
関
係
者
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

各
部
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)

　

１
年
男
子
（
１
㎞
）

北
里
羽
寅
治
（
小
国
小
）
４
分
28
秒

　

１
年
女
子
（
１
㎞
）

石
橋
　
沙
来
（
中
原
小
）
５
分
07
秒

　

２
年
男
子
（
１
㎞
）

川
添
　
佑
心
（
小
国
小
）
４
分
03
秒

　

２
年
女
子
（
１
㎞
）

佐
藤
　
ゆ
め
（
小
国
小
）
４
分
18
秒

　

３
年
男
子
（
２
㎞
）

田
辺
三
四
郎
（
小
国
小
）
８
分
31
秒

　

３
年
女
子
（
１
㎞
）

朝
日
風
和
里
（
市
原
小
）
４
分
13
秒

　

４
年
男
子
（
２
㎞
）

福
永
　
隼
人
（
小
国
小
）
７
分
59
秒

　

４
年
女
子
（
２
㎞
）

佐
藤
穂
菜
美
（
小
国
小
）
８
分
27
秒

　

５
年
男
子
（
３
㎞
）

穴
井
　
蒼
陽
（
小
国
小
）
13
分
43
秒

　

５
年
女
子
（
２
㎞
）

中
尾
　
絵
梨
（
小
国
小
）
８
分
33
秒

　

６
年
男
子
（
３
㎞
）

田
辺
太
仁
郎
（
小
国
小
）
11
分
43
秒

　

６
年
女
子
（
２
㎞
）

佐
藤
　
里
音
（
小
国
小
）
８
分
26
秒

　

中
学
男
子
（
５
㎞
）

佐
藤
　
映
斗
（
南
小
国
中)

17
分
17
秒

　

中
学
女
子
（
３
㎞
）

佐
藤
　
小
雪
（
小
国
中
）
12
分
13
秒

　

高
校
男
子
（
５
㎞
）

大
森
　
海
皇
（
小
国
高
）
19
分
05
秒

　

高
校
女
子
（
３
㎞
）
【
大
会
新
記
録
】

室
原
　
佳
恵
（
小
国
高
）
11
分
36
秒

　

一
般
男
子
（
５
㎞
）

中
嶋
健
太
郎　

17
分
40
秒

秋
の
叙
勲
（
瑞
宝
単
光
章
）
受
章

宇
都
宮
昭
三
さ
ん

（
元
小
国
町
消
防
団
副
団
長
）

　

宇
都
宮
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
小
国
町

消
防
団
に
入
団
以
来
、
33
年
余
り
の
永
き

に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
町
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
崇
高
な
使

命
感
の
も
と
消
防
団
活
動
に
従
事
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
平
成
11
年
か
ら
の
４
年
間
は

消
防
団
副
団
長
と
し
て
団
員
の
教
育
指
導

等
に
尽
力
し
た
等
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
、

今
回
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
11
月
17
日
に
熊
本
県
庁
で
開

催
さ
れ
た
平
成
26
年
秋
の
叙
勲
知
事
伝
達

式
で
は
蒲
島
郁
夫
知
事
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
功
績
に
対
し
感
謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

宇
都
宮
さ
ん
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

平
成
27
年
の
坂
本
善
三
美
術
館

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
坂
本
善
三
美
術
館
は
、
開
館
20

周
年
を
迎
え
ま
す
。
無
事
に
20
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
様
々
な

展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
の
坂
本
善
三

美
術
館
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
坂
本
善
三
美
術
館
は
１
月
３
日

か
ら
通
常
通
り
開
館
し
ま
す
。
新
年
第
１

号
の
お
客
様
に
は
、
毎
年
恒
例
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
初
詣
の
後
に
は

ぜ
ひ
坂
本
善
三
美
術
館
へ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
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平
成
26
年
度

宿
徳
大
学
講
演
会
開
催

　

11
月
24
日
（
月
）
、
開
発
セ
ン
タ
ー
５

階
で
、
宿
徳
大
学
講
演
会
が
行
わ
れ
、
約

１
０
０
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
ま
つ
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

松
崎
雅(

た
だ
す)

院
長
（
小
国
町
宮
原
出

身
）
を
お
招
き
し
、
「
健
康
寿
命
を
の
ば

そ
う
～
血
管
に
や
さ
し
い
生
活
習
慣
～
」

と
題
し
て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松

崎
先
生
の
お
話
し
は
わ
か
り
や
す
く
大
変

好
評
で
、
今
年
で
４
年
連
続
の
講
演
と
な

り
ま
し
た
。

　

先
生
の
お
話
し
に
よ
る
と
、
血
管
に

と
っ
て
の
４
大
リ
ス
ク
は
、
１
位
「
喫

煙
」
、
２
位
「
高
血
圧
」
、
３
位
「
糖
質

代
謝
異
常
」
、
４
位
「
高
血
糖
」
。
血
管

の
内
皮
細
胞
が
傷
つ
く
と
、
脳
こ
う
そ
く

や
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
一
度
傷
つ
い
た
血

管
も
、
生
活
習
慣
を
見
直
せ
ば
よ
み
が
え

る
と
の
こ
と
で
、
血
管
の
た
め
に
良
い
食

べ
物
や
生
活
習

慣
を
、
ク
イ
ズ

を
交
え
て
ご
紹

介
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た

方
々
に
と
っ
て
、

今
回
の
講
演
が

生
活
習
慣
を
考

え
る
良
い
機
会

と
な
り
、
健
康

で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
期
間
（
健

康
寿
命
）
を
の
ば
す
こ
と
に
繋
が
れ
ば

と
思
い
ま
す
。農

業
収
穫
祭

吹
奏
楽
部
合
同
演
奏

　

11
月
22
日
（
土
）
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国

郷
野
菜
集
荷
場
で
行
わ
れ
た
農
業
収
穫

祭
で
、
小
国
高
校
と
小
国
支
援
学
校
合

同
の
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を
し
ま
し
た
。

部
員
14
人
が
参
加
し
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン

シ
ョ
ー
に
合
わ
せ
た
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
マ
ー
チ
』
の
演
奏
等
、
計
４
曲
を
披

露
し
ま
し
た
。
会
場
は
と
て
も
盛
り
上

が
り
、
特
に
ア
ン
コ
ー
ル
の
『
青
い
山

脈
』
で
は
、
懐
か
し
そ
う
に
口
ず
さ
む

観
客
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
内
で
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
地
元
の

方
々
に
演
奏
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
聴
い

た
り
見
た
り
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
う

れ
し
い
と
、
部
員
は
口
を
揃
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
と
一
緒
に
盛
り
上
が
っ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

　

11
月
29
日
（
土
）
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
男
子
は
20
．

５
㎞
、
女
子
は
18
．
２
㎞
を
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
走
っ
た
り
歩
い
た
り
し
ま
し

た
。
昨
年
優
勝
の
３
年
生
穴
井
雄
也
く
ん

が
「
小
国
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い
」
と
選

手
宣
誓
し
、
生
徒
た
ち
は
元
気
に
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
復
路
の
上
り
坂
で
は
、

多
く
の
生
徒
が
苦
し
み
ま
し
た
が
、
互
い

に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。
地
域
の
方
の
応
援
も
力
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

学
校
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
育
志
会
に
よ

る
豚
汁
に
舌
つ
づ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
一
番
の
楽
し
み
だ
っ
た
と
話
す
生

徒
も
多
く
い
て
、
思
い
出
深
い
行
事
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

部長の矢津田まいさん（３年生）による曲の紹介

選手宣誓をする３年生穴井雄也くんとクロスカントリーの様子

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小 

国 

高 

生

小 

国 

高 

生
No.

4
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目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
ら
…

　

目
の
前
で
突
然
「
胸
が
苦
し
い
…
」
と
言
っ
て
、
人
が
倒
れ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
？

　

そ
ん
な
場
面
で
、
あ
な
た
に
出
来
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

小
国
公
立
病
院
に
は
、
世
界
標
準
の
二
次
救
命
処
置
講
習
を
修
了
し
た
医
師
・
看
護
師

が
何
人
も
お
り
、
中
に
は
、
心
肺
蘇
生
の
指
導
者
の
資
格
を
持
っ
た
看
護
師
も
お
り
ま
す
。

知るほど　　なるほど！

★

　

心
肺
蘇
生
法
に
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類

あ
り
、
一
次
救
命
処
置(

Ｂ
Ｌ
Ｓ)

、
二
次
救

命
処
置(

Ａ
Ｌ
Ｓ)

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
よ

く
皆
さ
ん
が
講
習
会
で
行
う
、
胸
骨
圧
迫
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
な
ど
は

一
次
救
命
処
置
に
あ
た

り
、
病
院
に
搬
入
さ
れ

て
か
ら
医
師
が
行
う
専

門
的
な
治
療
を
二
次
救

命
処
置
と
呼
び
ま
す
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る

蘇
生
法
の
講
習
で
、
医
療
従
事
者
で
あ
っ
て

も
一
般
市
民
で
あ
っ
て
も
強
調
し
て
教
育
さ

れ
て
い
る
の
は
良
質
な
胸
骨
圧
迫
（
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
）
で
す
。
心
臓
が
止
ま
っ
て
１

分
経
つ
ご
と
に
10
％
蘇
生
率
が
下
が
る
こ
と

は
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
良
質
な
胸
骨

圧
迫
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
２
倍
か
ら

ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会

一
次
救
命
処
置(

Ｂ
Ｌ
Ｓ)
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

市
川 

冬
樹
、
生
田 

恵
実

３
倍
蘇
生
率
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
小
国
郷
は
都
市
部
と
違
い
救
急
車
を

呼
ん
で
到
着
す
る
ま
で
に
、
30
分
か
か
る

地
域
も
あ
り
、
現
場
で
一
般
の
人
に
よ
り

行
わ
れ
る
心
肺
蘇
生
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）
の
重
要

性
は
非
常
に
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

倒
れ
た
人
を
発
見
し
、
勇
気
を
だ
し
て

声
を
か
け
て
、
１
１
９
通
報
行
い
、
必
要
で

あ
れ
ば
心
肺
蘇
生
法
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
大
切
な
命
が
助
か
る
可
能
性

が
向
上
し
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
救
急
車
を
呼

ん
で
病
院
に
行
け
ば
大
丈
夫
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
質
な
胸
骨
圧
迫
を
行
う

こ
と
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
病

院
で
処
置
を
ほ
ど
こ
し
て
も
、
蘇
生
率
は
ほ

ぼ
０
％
に
近
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

是
非
、
一
般
の
方
が
で
き
る
範
囲
の
心
肺

蘇
生
の
知
識
や
手
技
を
学
ん
で
下
さ
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

　

最
近
よ
く
テ
レ
ビ
な
ど
で
紹
介
さ
れ

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
が
、
心
臓
を
動
か
す
機

械
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
の
機
械
は

心
臓
の
異
常
な
電
気
の
流
れ
を
リ
セ
ッ

ト
す
る
機
械
だ
と
覚
え
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
体
に
強
い
電
流
を
流

す
こ
と
に
よ
り
、
危
険
な
不
整
脈
を
止

め
て
、
正
常
な
動
き
を
取
り
戻
す
た
め

の
機
械
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
と
、
止

ま
っ
て
い
た
心
臓
が
動
き
出
す
と
い
う

訳
で
は
な
い
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

小
国
町
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
が

左
記
の
と
お
り
、
毎
年
約
２
千
万
円
ず

つ
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
医
療

費
が
増
加
し
続
け
る
と
、
小
国
町
国
民

健
康
保
険
の
運
営
が
困
難
に
な
り
、
健

康
保
険
税
を
引
き
上
げ
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
に
よ
り
、
医
療

費
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
手

洗
い
う
が
い
な
ど
の
生
活
習
慣
に
気
を

つ
け
、
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け

る
な
ど
早
め
の
対
応
を
行
い
、
医
療
費

削
減
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

医
療
費
の
推
移

(

年
度)　
　

(

年
間
医
療
費)

23
年　

６
７
５
，
７
１
４
，
３
３
９
円

24
年　

６
９
４
，
１
２
２
，
３
３
６
円

25
年　

７
１
３
，
４
３
５
，
８
６
４
円

※
右
記
の
金
額
は
被
保
険
者
が
医
療
機

関
で
支
払
っ
た
金
額
（
医
療
費
の
１
～

３
割
）
を
除
い
た
分
で
、
小
国
町
国
民

健
康
保
険
が
支
払
っ
た
金
額
で
す
。

問 

小
国
町
役
場
福
祉
課☎

４
６
‐
２
１
１
６
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保
健
師
だ
よ
り

寒
い
冬
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
ご
用
心
‼

（
突
然
死
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
）

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
は
、
気
温
の
急
激

な
変
化
で
血
圧
が
上
下
に
大
き
く
変
動
す
る

こ
と
な
ど
が
原
因
と
な
っ
て
起
こ
る
健
康
被

害
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
入
浴
時
に
急
激
な

血
圧
低
下
に
よ
り
失
神
し
、
溺
れ
て
死
亡
す

る
ケ
ー
ス
は
典
型
的
な
例
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
外
気
温
が
低
く
な
る
12
月
か
ら

１
月
に
か
け
て
起
こ
る
確
率
は
、
一
番
少
な

い
８
月
と
比
較
す
る
と
、
11
倍
に
も
な
り
ま

す
。

　

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
は
体
全
体
が
露
出

す
る
入
浴
時
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
暖

房
が
効
い
て
い
る
部
屋
と
脱
衣
所
や
浴
室
の

温
度
の
差
は
10
℃
以
上
に
な
る
こ
と
は
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
寒
い
脱
衣
所
で
衣
服
を
脱

ぐ
と
急
激
に
体
表
面
全
体
の
温
度
が
10
℃
程

度
下
が
る
こ
と
で
寒
冷
刺
激
に
よ
っ
て
血
圧

が
急
激
に
上
が
り
ま
す
。
こ
の
血
圧
の
急
上

昇
が
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
を
起
こ
す
原
因

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
度

急
上
昇
し
た
血
圧
は
、
浴
槽
の
暖
か
い
湯
に

浸
か
る
こ
と
で
血
管
が
広
が
り
、
反
対
に
急

激
に
下
が
り
ま
す
。
こ
の
急
激
な
血
圧
低
下

が
失
神
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
の
影
響
を
受
け
や

す
い
人
…

・
高
齢
者
（
特
に
65
歳
以
上
）

・
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
病

　

気
が
あ
る
人

・
肥
満
傾
向
に
あ
る
人

・
不
整
脈
が
あ
る
人

●「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
る
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
…

①
脱
衣
所
に
暖
房
器
具
な
ど
を
置
く
な
ど
し

て
入
浴
前
に
脱
衣
所
を
暖
か
く
し
て
お

く
。

②
浴
槽
の
ふ
た
を
開
け
た
り
、
服
を
脱
ぐ
前

に
浴
室
の
床
や
壁
に
温
か
い
シ
ャ
ワ
ー
を

ま
く
な
ど
し
て
浴
室
を
暖
め
て
お
く
。

③
湯
船
に
入
る
前
に
、
手
や
足
と
い
っ
た
末

端
の
部
分
か
ら
か
け
湯
を
し
て
、
徐
々
に

体
を
温
め
て
い
く
。

④
い
き
な
り
肩
ま
で
湯
船
に
沈
め
ず
に
足
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
入
り
、
徐
々
に
肩
ま
で
沈

め
て
い
く
。

⑤
入
浴
時
間
は
ほ
ん
の
汗
ば
む
程
度
に
す

る
。
（
湯
温
は
41
度
以
下
で
）

⑥
湯
船
か
ら
出
る
際
は
急
に
立
ち
上
が
ら
ず

に
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
。

⑦
食
後
１
時
間
以
内
や
飲
酒
時
は
血
圧
が
下

が
り
や
す
く
な
る
た
め
入
浴
を
控
え
る
。

⑧
入
浴
の
前
後
に
は
コ
ッ
プ
１
杯
程
度
の
水

分
を
補
給
す
る
。

※
お
風
呂
以
外
に
も
ト
イ
レ
も
体
を
露
出
さ

せ
る
場
所
な
の
で
暖
か
く
保
つ
と
効
果
的
で

す
。

　

多
く
の
日
本
人
は
お
風
呂
が
大
好
き
で

す
。
特
に
寒
く
て
体
が
冷
え
て
し
ま
い
が
ち

な
冬
は
、
１
日
の
終
わ
り
に
お
風
呂
で
体
を

温
め
て
一
息
つ
く
時
間
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
し

か
し
、
高
齢
者
や
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど

の
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
の
冬
の

入
浴
は
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

家
族
と
同
居
し
て
い
る
人
は
、
ご
家
族
の
入

浴
中
に
「
湯
加
減
は
ど
う
？
」
「
大
丈
夫
で

す
か
？
」
な
ど
定
期
的
に
声
掛
け
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

整
骨
院
・
接
骨
院
の
か
か
り
方

　

整
骨
院
・
接
骨
院
で
は
柔
道
整
復
師

が
施
術
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
施
術
に

か
か
る
費
用
は
原
則
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

整
骨
院
・
接
骨
院
で
健
康
保
険
が
使

え
る
の
は
次
の
２
つ
の
場
合
の
み
で
す

○
脱
臼
・
骨
折
（
応
急
手
当
後
の
施
術

に
は
医
師
の
同
意
が
必
要
）

○
急
性
・
亜
急
性
で
あ
る
外
傷
性
の
捻

挫
・
打
撲
・
肉
離
れ

次
の
場
合
な
ど
は
健
康
保
険
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

×
日
常
生
活
で
の
疲
労
や
肩
こ
り
、
腰

痛
な
ど

×
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
筋
肉
痛

×
病
気
（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
な
ど
）

に
よ
る
凝
り
や
痛
み

×
以
前
負
傷
し
た
部
位
の
痛
み

　

こ
れ
ら
の
症
状
で
保
険
証
を
使
っ
て

受
診
し
た
時
は
、
保
険
者
が
支
払
う
療

養
費
（
医
療
費
の
７
～
９
割
）
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

整
骨
院
・
接
骨
院
を
正
し
く
利
用
し

医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
小
国
町
役
場
福
祉
課☎

４
６
‐
２
１
１
６
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福祉
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「
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
ょ
」

迎
春

平
成
26
年
度
防
火
標
語

8OGUNI 2015.1

防犯・防災

わ
が
町
の
安
全
・
安
心
「
一
一
〇
番
」

～
一
一
〇
番
の
使
い
方
～

　

一
月
一
〇
日
は
「
一
一
〇
番
」
の
日

で
す
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
一
一
〇

番
通
報
は
、
事
件
・
事
故
の
早
期
解
決

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

相
談
や
尋
ね
た
い
こ
と
は
、

  

警
察
相
談
電
話　

プ
ッ
シ
ュ
回
線
用

☎
＃
九
一
一
〇

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
用

☎
〇
九
六
―
三
八
三
―
九
一
一
〇

を
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
一
一
〇
番
す
る
と
き
は
…

・
な
に
が
：
な
に
が
あ
っ
た
の
か
？

　

(

事
件
、
事
故
、
け
ん
か
等)

・
い
つ
：
今
か
ら
何
分
く
ら
い
前
か
？

・
ど
こ
で
：
場
所
、
近
く
の
目
標
は
？

を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
一
一
〇
番
通
報
を
す
る
と
き
の
心
が
け

・
た
め
ら
わ
ず
、
す
ば
や
く

　

事
件
の
早
期
解
決
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

・
場
所
は
詳
し
く

　

一
一
〇
番
通
報
は
す
べ
て
警
察
本
部

へ
か
か
り
ま
す
。
市
町
村
名
、
付
近
の

建
物
な
ど
目
標
と
な
る
も
の
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

本年も「安全安心小国郷」を
目指して活動いたします。
どうぞよろしくお願い申し上
げます。

A HAPPY NEW YEAR

20　　　15

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先 
46-2110

239

一
一
〇
番
通
報
は
、

「
事
件
・
事
故
」
の
と
き
の

緊
急
通
報
手
段
で
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
平

成
二
十
七
年
の
初
春
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
阿
蘇
広
域
消
防
本

部
北
部
分
署
の
消
防
業
務
に
対
し
ま

し
て
平
素
か
ら
格
別
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

竣
工
中
の
消
防
本
部
新
庁
舎
の
一

期
工
事
が
昨
年
十
二
月
中
旬
に
終
了

し
、
高
機
能
指
令
台
の
運
用
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

地
域
の
安
心
・
安
全
に
、
よ
り
一
層

寄
与
で
き
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　

本
年
も
、
職
員
一
同
さ
ら
に
気
を

引
き
締
め
て
地
域
の
安
心
・
安
全
の

為
、
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

小
児
救
急
電
話
相
談
は

　

♯
８
０
０
０
を
プ
ッ
シ
ュ
す
る
こ

と
に
よ
り
、
小
児
科
医
師
・
看
護
師

か
ら
お
子
さ
ん
の
症
状
に
応
じ
た
対

処
法
や
受
診
す
る
病
院
等
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
※
午
後
７
時
～
深
夜
０
時
の
時
間

で
対
応
し
て
い
ま
す
）

「
#
8
0
0
0
」
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謹　

賀　

新　

年

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共  販  日 12月1日

販 売 数 量 1,866㎥

販 売 金 額 21,005千円

総  平  均 11,252円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 月 市日

杉

4m

 10～13 12,490 12,790 １
月

 7 日（水）初市
14 13,320 14,500 20日（火）

16～18 13,370 14,500 ２
月

 2 日（月）
20～22 14,120 16,000 16日（月）
24～28 14,390 15,960 ３

月
 2 日（月）

30cm上 11,830 16,800 19日（木）優良材

3m

 10～13 9,410 9,410 ４
月

 1 日（水）
14 13,450 14,000 15日（水）

16～18 13,450 14,000 ５
月

１日（金）
20～22 13,820 15,000 19日（火）優良材
24～28 13,660 14,220 ６

月
 1 日（月）

30cm上 14,060 15,700 16日（火）
2m 16cm上 6,500 6,500 ７

月
 1 日（水）

6m
14～18 –　 –　 16日（木）
20～28 17,370 20,000 ８

月
 3 日（月）

30cm上 –　 –　 18日(火)

桧 4m
10～16 –　 –　 ９

月
 1 日（火）

18～28 –　 –　 17日（木）優良材
30cm上 –　 –　

小国家畜市場結果　開催日：平成26年12月5日

品　種 種　別 今回取引頭数
平均取引価格（円）

今　回 前　回 増　減

あか
雌 12 466,110 425,250 40,860 

去　勢 16 532,913 529,200 3,713 

黒
雌 7 477,823 453,816 24,007 

去　勢 9 548,640 505,025 43,615 

計 44 ― ―    ―

産業

190

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
皆
様
か
ら
良
質

材
の
多
量
出
荷
を
頂
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
況
状
況
に
つ
い
て
、
平
均
単
価

は
、
１
１
、
０
０
０
円
台
と
ほ
ぼ
横

ば
い
傾
向
に
あ
り
、
全
体
的
に
安
定

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
27
年
共
販
市
日
表
を
記
載
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
参
考
に
さ
れ
て

く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
皆
様
に
慕
わ
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

　

初
市
が
１
月
７
日
（
水
）
朝
９
時

30
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

高
値
で
の
取
引
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ー
ザ
ー
印
字
の
木
製
商
品
を
さ

ま
ざ
ま
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
感
謝

状
・
各
記
念
品
や
携
帯
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
等
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
扱
っ
て

お
り
ま
す
が
、
最
近
そ
の
中
で
も
、

会
社
用
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
人
気

で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
作

れ
て
木
の
温
か
み
あ
る
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
と
い
う
と
こ
ろ
が
ご
利
用
者

様
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　  　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
入
交
（
い

り
ま
じ
り
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

苗
木
の
注
文
を
随
時
、
森
林
組
合

事
務
所
に
て
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

早
め
の
ご
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

初
市
を
開
催
し
ま
す
！

杉
・
桧
苗
注
文
受
付
！

木
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
商
品
！

平成 27 年素材
共販市日表
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阿蘇広域行政事務組合

阿蘇広域行政事務組合
平成25年度決算報告

　平成26年第3回阿蘇広域行政事務組合議会定例会が10月30日に
開催され、平成25年度決算が承認されました。
　決算状況としましては、次のとおりです。 http://www.aso.ne.jp/̃koiki/

阿蘇広域行政事務組合
☎0967-24-5111

◎第30回阿蘇の火まつり実績報告
　平成26年2月から5月にかけて行われました第30回阿蘇の火まつりの来場者数は、阿蘇郡市7市町村合計で
約18万8千人でした。

◎第24回阿蘇カルデラスーパーマラソン大会実績報告
　平成26年6月7日(土)に行われました第24回阿蘇カルデラスーパー
マラソン大会のエントリー数等は右表のとおりです。
　なお、事業費の大部分は参加料により賄われており、本大会における
経済効果は122，000千円に上ると算出されました。

1,834名
1,685名
1,300名

77%

エントリー数
出走者数
完走者数
完走率

◎一般会計決算状況

◎特別会計決算状況 （単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

特別会計名 合　計特別養護老人ホーム
阿蘇みやま荘特別会計

養護老人ホーム
湯の里荘特別会計

阿蘇ふるさと市町村圏
特別会計

阿蘇圏域市町村緊急通報
システム事業特別会計

47,666

47,498

168

407

198

209

539,805

524,098

15,707

310,391

301,276

9,115

181,341

175,126

6,215

歳入決算額

歳出決算額

差引額

歳出総額　3，303，043千円

歳入総額　3，366，857千円

　阿蘇広域行政事務組合では、阿蘇圏
域の住民の方々の生命と財産を守り、生
活環境の整備と豊かで住みよい地域社
会を作るための仕事をしています。
本組合の詳しい事業内容は次のＵＲＬで
も確認できます。

平成25年度一般会計における歳出総額は3，303，043千円となり、前
年度3，665，776千円と比べて、362，733千円の減となりました。

平成25年度一般会計における歳入総額は3，366，857千円となり、前
年度3，735，958千円と比べて、369，101千円の減となりました。

項　目 金　額 構成率 説　　明

項　目

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

組 合 債

合     計

2,817,083

170,376

21,395

3,527

106

43,400

70,182

72,688

168,100

3,366,857

83.7%

5.1%

0.6%

0.1%

0.0%

1.3%

2.1%

2.1%

5.0%

100.0%

金　額 構成率 説　　明

議会費

総務費

衛生費

消防費

公債費

合　計

11,041

139,135

1,321,848

1,169,680

661,339

3,303,043

0.4%

4.2%

40.0%

35.4%

20.0%

100.0%

構成市町村の議員で構成する組合議会の運営費です。

組合の総括的な事務費です。この中に介護認定審査事
業、障害支援区分認定事業も含まれています。
生活に密接した事業費で火葬事務、ごみ処理等の費用
です。

消防、救急活動の費用です。

国や金融機関などから借り入れたお金の返済費用で
す。

当組合の事業において構成市町村から支払われます。市町
村別の金額は右図のとおりです。

ごみ処理手数料及び火葬施設使用料等からの収入です。

当組合の事業に対して、国からの交付金です。

当組合の事業に対して、県からの交付金です。

基金の利子です。

組合事業に対して基金の取り崩し金です。

前年度からの繰越金です。

預金利子及び受託事業収入等からの収入です。

国や金融機関から借り入れたお金です。

市町村別負担金一覧表
市町村名 金　　額

阿蘇市

南小国町

小国町

産山村

高森町

南阿蘇村

西原村

合　 計

1,276,641

229,186

361,976

71,240

287,404

538,350

52,286

2,817,083

【歳入】

【歳出】

公債費
(20.0%)

消防費
(35.4%)

議会費
(0.4%)

総務費
(4.2%)

衛生費
(40.0%)

分担金及び
負担金
(83.7%)

使用料及び手数料
(5.1%)

国庫支出金
(0.6%)

県支出金
(0.1%)

財産収入
(0.0%)

繰入金(1.3%)
繰越金(2.1%)

諸収入
(2.1%)

組合債
(5.0%)
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子育て・教育

子育ちコーナー

アイネクライネナハトムジーク／伊坂幸太郎
　タイトルの意味は「ある小さな夜の曲」。
　６つの短編集は、人との出会いが人生を
変化させる不思議さなどを描いている。温
かくも、笑いがこぼれそうなユーモアある
表現は、読者を幸せな気持ちにしてくれる
ことだろう。

きみは赤ちゃん／川上未映子
　芥川賞作家の著者自身が３５才で経験した、
妊娠から出産・育児をつづったエッセイ。
　仕事、夫婦間の衝突、卒乳など、さまざまな
トラブルを涙と笑いでありのままに描いてい
ます。

いのちの木／ブリッタ・テッケ
ントラップ
　年をとって死にゆくキツネのそ
ばに、たくさんの動物たちがやって
きました。
　思い出を語るたびに、いつしかオ
レンジの芽が顔を出し、少しずつふ
くらんでいきました。
読み聞かせするなら５才から。

死に支度／瀬戸内寂聴
　92才。1年前の誕生日、これから
は自分の事に専念してと、突如退職
を申し出たスタッフ。
　残った24才のモナと新たな生活
を始め、自らの「理想の死に方」を模
索するが…。

本着新 内案ご

子どもの「こころ」と「からだ」

　幼児期になると毎日の生活の中で、記憶に残
る体験を重ねながら、将来へと続く「じぶん」
を作っています。楽しいこと・嫌なこと・悲し
いこと・がまんすること・夢中になることな
ど、様々な経験をし、いろいろな感覚を味わう
ことで、けんかや失敗から人との関係や自分の
気持ちとの折合いを学んでいきます。そんな時
に『自分を受け止めてくれる人の存在』が必要
になってきます。家族や周りの大人が自分を認
めてくれていると実感することで「こころ」が
大きく成長するのではないでしょうか。また、
「遊び」で体を動かすことで自分のからだの力
の入れ方（からだの使い
方）を学んでいきます。
子 ど も の 成 長 に 合 わ せ
て、土や砂利道の上での
経験も少しずつ増やして
みてください。

子育てカレンダー
 カ  カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点  　☎ 46-6656
 パラソル  パラソルセンター　  問パラソルセンター　☎ 46-5720
 開発  開発センター

★自由遊び  カ    9：00～15：00
（活動内容により時間帯を変更することがあります）

1/16(金)～17(土)、19(月)、21(水)～23(金)
　 26(月)～30(金)
2/  2(月)～6(金)、9(月)～10(火)、12(木)～13(金)

★ぽっけの日  カ    11：00～
2/  5(木)　ぽっけクッキング
　　　　　 ※エプロン・三角巾をご準備下さい。

★おもちゃ図書館“ミルク”  パラソル    9：00～11：30
1/25(日)、2/7(土)

★なかよしくまさん  パラソル     10：00～12：00
1/22(木)　絵本の読み語り会 
2/12(木)　Smile Mam Mam（母親による自主活動）

★その他
1/16(金)　ママ主催　ほっと・カフェ  カ    13：30～

1/17(土)　カンガルー土曜開館日　 カ    9：00～15：00
１/20(火)　カンガルー休館日
１/30(金)　北里保育園お楽しみ会参加　10：40移動

2/  2(月)　絵本読み聞かせ　 カ  11：40～
2/  4(水)　ブック・スタート  開発  13：30～

2/10(火)　子育てひろば　 カ  13：30～

　　　　  　　　手作りしよう☆～坂本善三美術館より

○「冬のうちどくウィーク」平成27年1月15日（木）～1月21日（水）まで
○１日15分、テレビやゲーム、スマートフォンはやめて、家族みんなで読書をしましょう。
○期間中は毎日、おぐにチャンネルで図書委員出演の番組を放送します。ぜひご覧ください！

小国図書館(宮原1590) 　46-3310
開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日



～ 廃車手続きはお済ですか？ ～
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税

～ 平成27年度から軽自動車税の税率が変わります ～
平成26年度税制改正に伴い、平成27年度から表1・2のとおり税率変更が行われます。

表１　原動機付き自転車及び二輪車（平成27年度から税率が引き上げられます）

表２　四輪以上及び三輪の軽自動車（平成27年4月1日以降に新規登録する車両から新税率が適用されます）

※1　現行税率　    

　平成27年3月31日までに最初の新規検査を受けた車両で、新規検査から一定年数（13年）を経過するまで
適用されます。  

※2　新税率　   

　平成27年4月1日以降に最初の新規検査を受ける車両で、新規検査から一定年数（13年）を経過するまで
適用されます。      

※3　重課税率　    

　平成28年度以降、最初の新規検査から13年を経過した環境負荷の大きい自動車（電気自動車・被けん引
車などは除く）に対して、環境配慮型税制（おおむね20％増税）が実施されます。

【参考】平成14年12月31日以前に最初の新規検査を受けた車両→平成28年度から重課税率の対象となります。 

　原動機付き自転車や軽自動車等に対する軽自動車税は、毎年4月1日現在で車両を所有（登録）されている場

合に、年税額が課税されます。現物を廃棄処分されたり知人等に譲渡した場合や、死亡された方の名義のままに

なっている場合、登録は残っていますので廃車や名義変更の手続きが必要となります。

問小国町役場　税務課　☎46-2130

区　　　分
税率（年額）

平成26年度まで 平成27年度以降

原動機付
自転車

　50cc以下 1,000円 2,000円

　50cc超原付 90cc以下 1,200円 2,000円

　90cc超原付125cc以下 1,600円 2,400円

　ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊
自動車

　農耕作業用 1,600円 2,400円

　その他 4,700円 5,900円
二輪の
小型自動車 　250ccを超えるもの 4,000円 6,000円

二輪の
軽自動車 　125cc超250cc以下 2,400円 3,600円

区　　　分
税率（年額）

平成27年3月31日まで
の登録車　※1

平成27年4月1日
以降の登録車　※2

登録後13年超
（経過重課）※3

三輪車　 3,100円 3,900円  4,600円

四輪車　

貨物・営業用 3,000円 3,800円 4,500円

貨物・自家用 4,000円 5,000円 6,000円

乗用・営業用 5,500円 6,900円 8,200円

乗用・自家用 7,200円 10,800円 12,900円



仕事と子育て両立応援セミナー参加者募集！

復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！

財産を相続したとき（税制改正）

財産をもらったとき

確定申告に関するご相談は確定申告電話相談センター「０」番へ！

身体障がい者ソフトウェア開発訓練生募集中

平成26年度　税に関する作品表彰
　税を考える週間（11 月 11 日～ 17 日）にあ

わせ、阿蘇地区租税教育研究協議会が主催した

税に関する作品募集において、「習字の部」で

小国小学校 5 年生の山中聖志朗さんと時松莉々

華さんが小国町長賞を受賞しました。また、「作

文の部」では小国高校１年生の長尾寧々さんが

阿蘇税務署長賞を受賞しました。おめでとうご

ざいます。

　県では、仕事と子育てを両立し、再就職を目指し
ているお母さん等を応援するため、両立に役立つセ
ミナーを開催します。詳しくは、熊本県しごと相談・
支援センターのホームページをご覧ください。

◎日　　時　平成 27 年２月６日（金）
　　　　　　9 時 30 分～ 15 時 30 分
◎申込期限　託児の必要な方は１月 23 日（金）ま
　　　　　　でに要予約
◎参  加  費　無料（託児付き）
　問熊本県しごと相談・支援センター
　　 くまジョブ　　　検索
　　☎ 096-351-0500

　平成 25 年分から平成 49 年分まで、復興特別所得
税（原則として各年分の所得税額の 2.1％）を所得
税と併せて申告・納付することとされています。
　確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得
税額」欄の記載漏れのないようご注意ください。

　亡くなった人から各相続人等が相続や遺贈などに
より取得した財産の価格の合計額が基礎控除額を超
える場合、相続税の課税対象となります。
　この基礎控除額について、平成 27 年 1 月 1 日以
降に亡くなられた方から財産を相続や遺贈によって
取得した場合は、3,000 万円＋（600 万円×法定相
続人の数）( 改正前：5,000 万円＋（1,000 万円×法
定相続人の数）) に引き下げられています。
　なお、申告及び納期限は、被相続人の死亡したこ
とを知った日（通常は被相続人が死亡した日）の翌
日から 10 か月以内です。

　個人から財産をもらったときは、贈与税の課税対
象となります。
　贈与税がかかるのは、一人の方が贈与により一年
間に取得した財産価額の合計が 110 万円を超える場
合であり、申告及び納付は、平成 27 年 2 月 2 日（月）
から平成 27 年 3 月 16 日（月）までです。なお、親
等から財産をもらって相続時精算課税の選択をした
場合や配偶者から居住用財産をもらった場合など一
定の要件を満たす場合は、特別控除などの特例措置
が設けられています。
　申告書の作成には「国税電子申告・納税システム

（ｅ－Ｔａｘ）」を是非ご利用ください。

　問国税庁ホームページ (www.nta.go.jp)
 　　阿蘇税務署（☎ 22-0551）※自動音声案内

　熊本国税局では平成 27 年 1 月 19 日（月）から 3
月 16 日（月）までの期間、「確定申告電話相談セン
ター」を開設し、所得税及び復興特別所得税・消費
税及び地方消費税・贈与税の確定申告に関するご相
談等に電話でお答えしております。
　最寄りの税務署の代表電話におかけいただくと、
自動音声案内によりご案内しますので、「0」番を選
択し、用件をお話ください。

◎訓練内容　情報処理技術習得訓練　２年間
◎訓練場所　身体障害者ソフトウェア開発訓練セン
　　　　　　ター（益城町）
◎応募資格　身体障害者手帳所持者でハローワーク
　　　　　　に求職の申し込みをし、高校卒業（卒
　　　　　　業見込みを含む）と同等以上の能力を
　　　　　　有した方で、特別な介助を必要としな
　　　　　　いこと等
◎定　　員　10 人
◎募集締切　平成 27 年１月 21 日（水）
◎費　　用　１年目：約３万３千円
　　　　　　２年目：約２万円
　問熊本県立高等技術専門校
　　☎ 096-378-0121

国税のお知らせ
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ご存知ですか？
中小企業を応援する業務改善助成金

家庭でのフグ処理は大変危険です！

無料登記相談所開設（予約制）

消防設備士試験のお知らせ

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

最低賃金ワン・ストップ無料相談のご案内

　事業場内の最も低い時間給を 40 円以上引き上げる
計画と、就業規則の改正や労働能率の増進に資する
設備の導入等業務改善に要する経費が 10 万円以上の
計画を労働者の意見を聞いて策定する中小企業に対し
て、賃金引き上げに資する業務改善を支援します。
　就業規則の作成、労働能率の増進に資する設備・
機器の導入、研修等の実施に係る 2 分の 1（下限 5
万円、上限 100 万円）を助成します。
　ただし、常時使用する労働者の数が、事業全体で
30 人以下の事業場にあっては 4 分の 3 を助成します。
　問熊本労働局労働基準部賃金室
　　☎ 096-355-3202

統計調査にご協力ください
（2015年農林業センサス）
　農林水産省では、２月１日現
在で「2015 年農林業センサス」
を実施します。
　農林業センサスは、農林業の実態を明らかにし、
国や都道府県、市区町村はもちろん各方面にわた
り、広く利用できる総合的な統計資料を得るため
の調査です。
　全国の農家や林家をはじめ、すべての農林業
関係者を対象に行われる『農林業の国勢調査』
ともいうべきものです。
　皆様のお宅や会社等に調査員が調査に伺いま
したら、ご協力をお願いします。

　フグ毒（テトロドトキシン）は青酸カリの数百倍の
毒性を持つ極めて危険な毒です。熊本県では、営業
でフグを提供する場合には、条例で県知事の免許を
受けた「ふぐ処理師」のみが、「ふぐ処理所」の登録
を受けた場所でフグを処理できると定めています。免
許を持たない方がフグを処理することは大変危険です
ので、決して素人調理を行わないでください。
　問阿蘇保健所　衛生環境課　☎ 32-0535

　熊本地方法務局による無料の登記相談所が開設さ
れます。
　当日は、土地・建物等の売買・贈与・相談等の登
記に関する相談について熊本地方法務局職員が対応し
ますので、お気軽にご相談下さい。
　なお、事前の予約が必要です。
◎日　時　平成 27 年２月 19 日（第３木曜日）
　　　　　10 時 30 分～ 15 時まで
　　　　　（但し、12 時～ 13 時を除く）
◎場　所　阿蘇市役所２階会議室
　問熊本地方法務局阿蘇大津支所
　　☎ 096-293-2272
　　（阿蘇市相談予約とお申し出下さい。）

◎試験種類　　甲種全類、乙種全類
◎試  験  日　　平成 27 年３月 15 日（日）
◎願書受付期間
　（書面申請）　  平成 27 年１月 19 日～ 28 日
　（電子申請）　  平成 27 年１月 16 日～ 25 日
◎試  験  日　　熊本市
　問消防試験研究センター熊本県支部
　　☎ 096-364-5005

　熊本県最低賃金が改正されました。
（1）地域別最低賃金

最低賃金の件名 時間額 効力発生年月日

熊本県最低賃金 677円
平成26年
10月1日

（2）特定（産業別）最低賃金
最低賃金の件名 時間額 効力発生年月日

電子部品・デバイス・電
子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

725円

平成26年
10月1日

自動車・同附属品製造
業、船舶製造・修理業、
舶用機関製造業

775円

百貨店、総合スーパー 707円

　産業別最低賃金には、適用範囲があります。詳しくは、
熊本労働局労働基準部賃金室（☎ 096-355-3202）
又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

　最低賃金の引上げに対応した賃金の引上げに取り
組む中小企業の支援として、経営面と労働面の相談を
ワンストップで対応できる無料相談窓口を設置しまし
た。
　問熊本県最低賃金総合相談支援センター
　　熊本市中央区安政町 8-16　☎ 096-324-1124
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鍋ヶ滝公園入園料徴収職員募集のお知らせ

家庭で眠っている水銀体温計・水銀血圧計の
回収をします。

小国郷特別支援教育講演会のお知らせ

住宅リフォームに対する助成金のお知らせ

　鍋ヶ滝公園では、４月１日より入園料を徴収するこ
とになりました。鍋ヶ滝公園で入園料を徴収する職員
を募集します。
　勤務条件や詳しい内容については、役場情報課観
光係までお尋ねください。

◎勤務場所　鍋ヶ滝公園
◎雇用人数　２名程度
◎雇用開始　３月中旬
　（鍋ヶ滝公園での勤務は、４月１日からです。）
　問小国町役場情報課観光係　☎ 46-2113

対象品目　水銀体温計・水銀血圧計
 

※電子式のものは対象外です。燃えないごみの袋（青
　色）に入れて出してください。

回収期間　平成 27 年１月～２月頃（予定）
回収場所　小国町役場・住民課窓口
回収方法　直接窓口にお持ちください。
※詳細は、別途お知らせします。
　問小国町役場住民課　☎ 46-2115

　平成 25 年 10 月に熊本市・水俣市で開催された外
交会議において、水銀に関する水俣条約が採択・署
名されました。本条約は、水銀の人為的な排出を削減
し、地球的規模の水銀汚染の防止を目指すものです。
環境省では、家庭で眠っている水銀製品の量や効果的
な回収方法などについて調査するため、全国に先駆け
て阿蘇地域において、平成 27 年１月～２月頃、現在
使用されていない水銀体温計・水銀血圧計を回収す
るモデル事業を実施します。
　皆様のご協力を何卒よろしくお願いします。

　障がいを持つ、あるいは困り感のある子どもたちが
もつ能力や可能性をのばすための支援事業を紹介す
るとともに、地域福祉における体験談を交えながら、
地域・家庭・学校など支援の在り方や連携などについ
てお話いただきます。見守りをはじめとして、福祉も
教育も地域の皆様のご協力がかかせません。
　保護者の皆様をはじめ、皆さんお誘い合わせの上
ご参加ください。
◎日　時　平成 27 年１月 15 日（木）
　　　　　午後６時 30 分開場　午後７時開演
◎場　所　サポートセンター悠愛　大会議室
◎講　師　サポートセンター悠愛
　　　　　　施設長　坂梨久信　氏
◎演　題　「福祉を通して想う」
※入場は無料です。
　問小国町教育委員会　☎ 46-3317

　町内の施工業者を利用して自ら居住する住宅のリ
フォームを行い、下記要件に該当する方に対して助成
を行います。様式等詳細は小国町ホームページをご覧
ください。

【補助対象者】
　・町内に住所を有し、自ら居住する住宅をリフォー
　　する方で、同一家族に住む全員に町税及び使用
　　料等の滞納が無い方
　・他の同様の町の補助金を受けてない方

【対象住宅】
　・町内に存する自己居住用の住宅
　・店舗等併用住宅については、その居住住宅部分

【対象工事】
　・町内に住所を有する法人及び個人の施工業者が
　　行う 20 万以上（税込み）の工事であること
　・補助決定前に住宅リフォームに着手していないこと
　・平成 27 年３月 31 日までに工事が完了し、完了
　　実績報告ができること

【補助率・補助限度額】
　・対象工事費の 10％以内、最高限度額 10 万円
　　（千円未満は切り捨て）
　・予算の都合で締め切る場合があります。

【補助の決定】
　　町へ「補助金申請」を行い、内容等審査した上、「補
　助金決定」を受けた工事が対象となります。
　問小国町役場産業課商工係　☎ 46-2112

水銀体温計・水銀血圧計の回収方法
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1 16 215
睦月 如月

水 道 当 番 店

18 日

（ 有 ）産            興 ☎46-2507

（ 有 ）穴   井   住   設 ☎46-2331

宮 崎 水 道 ☎46-5048

25 日

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

佐 藤 設 備 ☎46-5174

た か の 住 設 ☎46-2731

1 日

北 里 電 業 水 道 設 備（ 有 ） ☎42-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

8 日

（ 有 ）伊 　 藤 　 設 　 備 ☎46-2231

（ 資 ）小 国 資 源 開 発 ☎46-4078

瀬 尾 設 備 ☎46-3580

11 祝
伊 藤 鉄 工 所 ☎46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46-2236

15 日
（ 有 ）宇   野   電   器
（ 有 ）財   津   総   業

キタ ザト 商 店 水 道 部

☎46-2240
☎46-2819
☎46-6148

2

1

◎香典返しとして
　　黒渕西奥山　森下　静夫 様　故人シナヨ様
　皆様からいただきました寄付金は、小国町の社会
福祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

社協告知板
　この度、次の方々からご寄付いただきましたの
で、お礼とともにお知らせ致します。

消 費 生 活 相 談
問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　　1 / 20  ・  27　     　　2 / 3  ・  10

木 　　1 / 22  ・  29　　　　 2 / 5  ・  12

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00～16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの方、

債務問題でお悩みの方は、気軽にご相談ください。
※電話相談も受け付けています。

税 務 告 知 板
問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

　今月の町税についてお知らせします。
 　◎町・県民税（第4期分）
　◎納期限及び口座振替日：1月26日（月）
　税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお
願いします。

年末年始における火葬業務のお知らせ

問阿蘇広域行政組合総務課　☎24-5111
小国町役場住民課　☎46-2115

　年末年始における火葬業務は下記のとおりとなり
ます。元旦は受付のみで火葬はできませんのでご注
意ください。その他の日は通常どおりです。

○ふるさと寄附金として
　北野　宏美 様（大阪市中央区）1 万円
　山内　隆臣 様（東京都大田区）5 千円
　前田　貴子 様（大阪市都島区）5 千円
　糟谷　克則 様（愛知県西尾市）
　草野　　勝 様（茨城県神栖市）
　竹久　雅之 様、小国　勇 様、大阪市旭区の方、そ
の他匿名の 51 名の方々から、合計 59 名の皆さんから
ふるさと寄附金を頂きました。
　ご厚意に感謝し厚く御礼申し上げるとともに、ご意向
に応えられるよう有意義に活用させていただきます。

小国町

ふるさと寄附のお礼

月 日 曜日 受付 火葬業務

12

29 月 ○ ○

30 火 ○ ○

31 水 ○ ○

1

1 木 ○ 休

2 金 ○ ○

3 土 ○ ○
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16 金

17 土 図書室おはなし会 図書 10：30～11：00

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木

23 金
無料法律相談  開発 10：00～15：00
すこやか育児相談  開発  10：00～12：00

24 土

25 日

26 月 心配ごと相談 パラソル 10：00～11：30

27 火

28 水

29 木 行政相談 パラソル 10：00～12：00

30 金

31 土

1 日

2 月

3 火

4 水
3～4か月児健診・6～7か月児健診
開発 受付13：00～13：15

5 木 小国家畜市場

6 金
年金相談 開発405号室 10：00～15：00

【予約制☎096(367)2503】

7 土 図書室おはなし会 図書 10：30～11：00

8 日

9 月 心配ごと相談 パラソル 10：00～11：30

10 火

11 水 建国記念日　　　　　　　　 パラソル休館日

12 木

13 金

14 土

15 日

休日在宅医
1/18~
   2/15 小 国 公 立 病 院 ☎46-3111

1/18 阿 蘇 温 泉 病 院 ☎32-0881

25 松見内科クリニック ☎22-0260

2/  1 脇 胃 腸 科 ☎32-2500

8 坂梨ハートクリニック ☎24-6262

11 栗 林 内 科 医 院 ☎24-1024

15 眼 科 古 嶋 医 院 ☎34-0008

17

おぐにのカレンダー    パラソル  パラソルセンター　  開発  開発センター　図書  小国町図書室

2

1

1

2

※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。

元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

9：30～ 宮原 2 部集会所

13：30～ 西村公民館

21 水
9：30～ 塩井川公民館

13：30～ 悠ゆう館

22 木
9：30～ 黒渕公民館

13：30～ 杖立温泉会館

27 火 13：30～ 倉原公民館

28 水
9：30～ 北里 3 部集会所

13：30～ 室原集会所

29 木
9：30～ 宮原 7 部集会所

13：30～ 西里多目的集会所

30 金
9：30～ 宮原 2 部集会所

13：30～ 西村公民館

9：30～ 塩井川公民館

13：30～ 悠ゆう館

5 木
9：30～ 黒渕公民館

13：30～ 杖立温泉会館

6 金 9：30～ 万成寺公民館

10 火
13：30～ 旧下城小体育館

13：30～ 倉原公民館

12 木
9：30～ 宮原 7 部集会所

13：30～ 西里多目的集会所

9：30～ 宮原 2 部集会所

13：30～ 西村公民館

16   金

4   水

13   金
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旧国鉄宮原線運行当時の写真（北里―麻生釣間）

■旧国鉄宮原線について
　旧国鉄宮原線は、大分県玖珠郡森町付
近から熊本県阿蘇郡宮原を経て菊池郡
隈府に至る鉄道の一部として建設され、
大分県九重町の恵良駅から小国町の肥
後小国駅間26.6kmを連絡していた路線
で、昭和29年3月に開通となりました。
　開通後は、沿線で伐採された杉など
の搬出に利用され、また、通勤・通学・観
光など戦後の復興時には盛況な時期も
ありました。しかし、経済成長・道路整備
によって陸上交通手段が自動車に移行
したことなどから、採算性の悪化が続き
赤字路線となり、昭和59年11月に廃止。
開通から30年で廃線という、鉄道にして
は営業寿命の短い路線となりました。

【宮原線略年表】
大正後期～昭和初期　小国町で鉄道施設運動
昭和12年6月27日　恵良―宝泉寺間開通
昭和18年9月1日　レール撤去で営業中止
昭和23年4月1日　恵良駅―宝泉寺間再開
昭和29年3月15日　恵良―小国間開通
昭和32年11月　　ディーゼル車登場
昭和46年8月　　 貨物運輸営業廃止
昭和55年12月　  宮原線存続対策協発足
昭和59年11月　　廃止
昭和62年　 肥後小国駅跡に
　　　　　 ゆうステーションオープン

■九州のコンクリートアーチ橋
　多径間の充腹式コンクリートアーチ
鉄道橋は、昭和10年から昭和18年頃に
かけて、鉄道省熊本建設事務所の設計
で建設されたもので、鉄鋼材が軍需に
優先されて、建設用鉄鋼材が不足した
時代に完成した橋梁とされています。

■旧宮原線のコンクリートアーチ鉄道橋梁群
　小国町には、昭和10年代前半に建設
された充腹式連続アーチ形式のコンク
リート鉄道橋梁群が残っています。これ
は廃線となった旧国鉄宮原線の橋梁
で、建設された8橋のうち１橋は昭和60
年代初めに解体され、現存するのは7橋
です。
　道路条件も悪い山間地である小国町
に、鉄道敷設の話が浮上したのは大正
時代。その後、工事が進められ、山間部
の難工事の時期がまさに戦時下の物資
不足の時代でもありました。そのため、
旧宮原線の橋梁工事では鉄橋の代わり
に現場でも材料の入手がしやすく、強度
を保てるコンクリートアーチ橋が採用さ
れています。
　これらの橋梁からは、物が無い時代
でも「国の礎を造る」という土木技術者
の志が伺え、建設当時の鉄道橋梁技術
を示す歴史的橋梁として、平成16年2月
17日に国登録有形文化財として登録さ
れました。

（旧国鉄宮原線架橋位置図）

小国のお宝⑫

国登録有形文化財　旧国鉄宮原線

コンクリートアーチ橋梁群　その❶

平成16年2月17日登録

このコーナーでは、小国町にある文化財をご紹介します。今月号からは、昨
年11月に廃線30周年を迎えた旧国鉄宮原線に関連した「近代化遺産」を数
回に分けてご紹介します。

降雪の写真を撮ろうと現場へ出
かけると、雪はやみ青空が広がっ
た。とある民家の庭に柚子がたく
さん実っていた。今年の果実類は
柿も含め豊作のようだ。
柚子の収穫時期は冬場で、お風

呂に入れる習慣がある。薬効の成
分は特定されていないものの、血
行を促進させることにより体温を
上昇させるなど風邪を引きにくく
させる効果があるとされている。
また、柚子酢など調味料として

使われる。柚子を効かせ寒さ対策と
して鍋を嗜んではいかがですか？

柚子

表紙の写真。12月8日、今冬に
なり本格的に冠雪した涌蓋山を撮
影しようとはげの湯へ向かいまし
た。この日は、あまり天気が良く
なく寒い一日でした。現場へ着く
と山頂に雲がかかりこの日は無理
かと思いましたが、雲の切れ間が
あり山頂が見えるタイミングを待
つことにしました。
頂上付近は雲が詰まり中々抜け

てくれません。外で待つこと20
分、やっと山頂が見えてきまし
た。ところが、手がかじかみ全身
に震えが発生。写真の振れが心配
でしたが、そこは今のカメラ、手
振れ防止で写真に収めることがで
きました。取材も根性と防寒対
策が必要と悟った瞬間でした。
2015年元日に初日の出が拝める
といいですね。　　　（エイジ）

季節の写真
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町のうごき
平成26年12月1日現在（前月比）

総人口　7,724人（＋ 5）
男　性　3,654人（＋ 1）
女　性　4,070人（＋ 4）
世帯数　3,108戸（＋ 9）


